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ランピースキン病
ランピースキン病は、ウイルスによる牛の伝染病です。
主に、蚊、ハエ、ダニの媒介による機械的伝播や、感染し

た牛の移動により感染が拡大します。
感染した牛は、全身の皮膚の結節や水腫、発熱、泌乳量の

減少などの症状を呈し、生産性に影響を及ぼします。
本病は、2024年11月から翌年1月にかけて、国内（福岡県、

熊本県）の牛230頭に確認されました。自主淘汰等により、現
在、発症牛は認められていません。

・感染牛は、家畜伝染病予防法の規定に基づき殺処分されます。
・本病発生農場であっても、非感染牛の肉や生乳は安全とされ、
と畜場に限り出荷が認められています。
・感染牛の肉や乳が市場に出回ることはありません。
・ランピースキン病は、人に感染することはありません。

ココに注意！




